別紙２

「生物季節モニタリング」学習指導案

1. 題材名
生物季節モニタリング（動植物の季節の反応を知るためにモニタリングすること）を体験しよう

2. 本時のねらい
· 気候変動の影響に対する対策について考え、「適応」の取組の1つとして生物季節モニタリングに触れることを通して、東北の自然とくらしウォッチャーズ（生物季節モニタリング）への関心を高める。
· 気候変動の影響に対して、自分たちができる行動（緩和、適応）は何かを考えられるようになる。

3. 本時の展開
· 主な展開は以下の表のとおり。
· 授業シナリオは別紙１、読み原稿（例）は別紙２参照。

	○教師の主な働きかけ
・予想される児童の反応や活動
	○留意点など

	1　既有経験を想起する
○地球温暖化って、どんなことだろう
○地球温暖化って、なぜ起こるのだろう
○地球温暖化でどんな影響が出ているのかな
　　・夏に暑い日が続いた
　　・暑くてリンゴや米などがよく育たなかった
　　・ホタテも大変だと聞いたよ
　　・北極や南極では氷が解けているらしいよ

２　本時の学習課題を知る
　○「地球温暖化の対策（適応）」について今日は考えよう

３　地球温暖化の２つの対策を知る
　○温暖化の原因であるCO2などの温室効果ガスが出ることを抑える「緩和」
　　・節電やごみを減らすことなどが「緩和」なんだ
　○温暖化が進行する中でも安全に生活していくため備えをする「適応」
　　・熱中症にならないようにすることが「適応」なんだ

４　クイズを通して身近な生活で「緩和」「適応」をとらえる
　○このアクション（行動）は「緩和」か「適応」か考えてみよう
　　・このアクションは知っている。やっているよ。
　　・こんなアクションも「適応」なんだね

５　「適応」の１つとして、「生物季節モニタリング」を知る
　○「生物季節モニタリング」とは、季節によって生物がどんな反応をするのか観察すること
　　・理科で「サクラ」や「ヘチマ」の観察をしているよ。
　○「生物モニタリング」を体験してみよう
　　・これは○○セミの鳴き声だ
・桜の開花はこの状態だ
・カエデの紅葉はこのくらい色付いた時だ
○「生物季節モニタリング」が生活にどのように役立つのかな。
　　・地球温暖化の進み具合を知ることができるのでは？
　　・生物と私たちのくらしは繋がっているから、もしかしたら私たちへの影響も分かるかも

６　今日の学習のまとめと感想発表
　〇生物のくらしと私たちのくらしは繋がっている
　〇「生物季節モニタリング」で私たちのくらしへの影響を知ることができる
　〇「生物季節モニタリング」は、気候変動への適応としてすぐできることの１つ
　　・生物季節モニタリングをやってみようかな
　　・生物季節モニタリングって学校でもできるか
	
○PPTで視覚を通して学習を進める。
○「影響」については簡易なインパクトチェーン図を使う。




○「対策」の意味は「取組」や「手段」と説明する。

○取組について実際に行っているか確認しながらクイズを進める。







○「生物季節モニタリング」を身近にとらえさせる。




4. 本授業及び資料の注意点
· インパクトチェーン図に授業を行う地域で有名な海産物や農産物に差し替える、地域ならではの気候変動の影響の写真を入れる等、資料を授業を実施する地域でイメージできるようにアレンジすると、子供たちはイメージが湧きやすくなります。
· 生物季節の例を子供たちに挙げてもらうなど、授業の流れをアレンジして実施するとより能動的な授業を行うことができます。
· 「別紙１ 授業シナリオ」及び「別紙２ 読み原稿（例）」は、授業を実施する上での最低限伝えるべきこと、実施すべきことをまとめる形式で作成しています。実際に授業を行う場合には、授業がスムーズに進むように子供たちの理解度等に合わせてアレンジすることを推奨します。
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授業シナリオ

	No.
	ねらい
	先生がやること
	児童がすること

	１
	タイトル
	【問いかける】
・地球温暖化を聞いたことがあるか
・適応を聞いたことがあるか
【伝える】
・今日は地球温暖化とその適応について考えてみる授業であること
	【発言する】
・事前に考えていたことや思いついたことを発言する

	２
	－
	【伝える】
・今日の学習の流れ（まずは地球温暖化についてその影響と原因、その次に温暖化の対策としてどのようなことがあるのか、最後に生物季節モニタリングを実際に体験）
・皆さんに質問したりクイズしたりもするので、手を挙げて自由にしてよいこと
	－

	３
	－
	【伝える】
・早速、まずは地球温暖化の影響と原因について考えること
【問いかける】
・地球温暖化、どういうものか知っていますか（地球温暖化とは何か知っていることを自由に発言）
	－

	４
	気候変動として地球温暖化を取り上げ、認識させる
	【伝える】
・人間の活動で排出される二酸化炭素などの温室効果ガスによって地球全体の気温が高くなっていること
・住んでいる地域では●℃気温が高くなっていること
	－

	５
	気候変動の主な原因は、温室効果ガスであることを認識する
	【伝える】
・温室効果ガス（二酸化炭素等）が私たちの生活で排出されていること
・それが地球温暖化の原因であることを説明する。
【問いかける】
・（余裕があれば）他にもCO2を排出している例があるか聞いてみる。
	－

	６
	地球温暖化により起こっている影響を紹介し、認識させる
	【伝える】
・地球温暖化の影響について紹介
	－

	７
	地球温暖化による自分たちの暮らしへの影響を考えてみる
	【伝える・問いかける】
1 スライドのインパクトチェーンを説明。３段階目について、考えられることの発言を促す。
2 児童の発言をまとめながら、スライドに記載の内容を説明する。（地球温暖化で気温が上がって、授業に集中できないよね、運動会や外での体育ができないよね、等）
	【発言する】
・事前に考えていたことや思いついたことを発言する

	８
	地球温暖化による生き物の暮らしへの影響を考えてみる
	【伝える・問いかける】
1 スライドのインパクトチェーンを説明。３段階目について、考えられることの発言を促す。
2 児童の発言をまとめながら、スライドに記載の内容を説明する。（暑くてホタテなど海の生き物も暮らせなくなるかもしれないよね、蚊が本来いない場所に出るようになるよね、等）
※地域の海産物や農産物をホタテの代わりに入れるとイメージが湧きやすい。
	【発言する】
・事前に考えていたことや思いついたことを発言する

	９
	生物と季節には深い関係があることを理解させる
	【伝える・問いかける】
1 スライドのインパクトチェーンを説明。４段階目について、考えられることの発言を促す。
2 児童の発言をまとめながら、スライドに記載の内容を説明する。（海産物が獲れないと漁師さんが困るし、お魚食べられなくなったりするよね、蚊が北上すると刺されるし感染症も広がるかもしれないよね、等）
	【発言する】
・事前に考えていたことや思いついたことを発言する

	10
	－
	【伝える】
・まずは地球温暖化の影響と原因が分かったところで、次に対策を考えてみる
	－

	11
	緩和と適応を知る
	【伝える】
・緩和と適応を説明する
【問いかける】
・適宜、適応を知っているか、緩和を知っているか問いかけをする
	【発言する】
・事前に考えていたことや思いついたことを発言する

	12
	緩和か適応かクイズ
	【問いかける（クイズ）】
・スライドに記載する対策等が適応策か緩和策か
	クイズに答える

	13
	
	【問いかける（クイズ）】
・生物を観察することは緩和策か適応策か
	クイズに答える

	14
	－
	【伝える】
・生物季節モニタリングが適応であることから、これから体験してみる
	－

	15
	気候変動適応としての生物季節モニタリングを知る
	【伝える】
・13スライドのクイズで出た生物を観察することは、生物季節モニタリングであること
	－

	16
	生物季節モニタリングの意義を知る
	【伝える】
・生物季節モニタリングを何のために行うのか。（動植物の季節の反応を知るためにモニタリングする）
	－

	17
	生物季節モニタリングのクイズ
	【問いかける（クイズ）】
サクラの開花日はどの様子か
	クイズに答える

	18
	
	【問いかける（クイズ）】
カエデの紅葉日はどの様子か
	クイズに答える

	19
	
	【問いかける（クイズ）】
アブラゼミはどれか
	クイズに答える

	20
	
	【伝える（クイズの答え）】
鳴き声クイズの答え
	－

	21
22
	生物季節モニタリングが何の役に立つか学ぶ
	【伝える】
・インパクトチェーン例を用いて、赤枠部分が生物季節に関する部分であること
・生物季節が私たちのくらしにも繋がっていること
	生物季節モニタリングが何の役に立つか考えて、発言する

	23
	
	【伝える】
・モニタリングをすることで生き物への影響、それに繋がる私たちのくらしへの影響を知ることができること
	－

	24
	生物季節モニタリングが何の役に立つか学ぶ
	【伝える】
・生物季節を知ることで、その影響に対して対策していくことができること
	－

	25
	
	【伝える】
・生物季節モニタリングの意義のまとめ（生物季節を知ることで、その影響に対して対策していくことができること）
	－

	26
	終わりに
地球温暖化に対する今後の行動につなげてもらう
	【伝える】
・できることから始めてみるよう呼びかける。
	－

	27
	
	【伝える】
・できることの例として身近な動植物の観察を促す。
	－

	28
	地球温暖化に対してできることの一つとして、「東北の自然とくらしウォッチャーズ」を知ってもらう
	【伝える】
・地球温暖化に対してできることの一つとして、「東北の自然とくらしウォッチャーズ」を紹介する。
	－


別紙１
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読み原稿（例）

	No.
	原稿

	１
	皆さん、地球温暖化という言葉は聞いたことがありますか？（発言・反応を伺う）
では、地球温暖化への適応の「適応」という言葉は聞いたことがありますか？（発言・反応を伺う）
今日は地球温暖化とその適応について皆さんで考える授業をしたいと思います。

	２
	今日は、まずは地球温暖化についてその影響と原因について考え、その次に温暖化の対策としてどのようなことがあるのか学び、最後に生物季節モニタリングという活動を実際に体験するという流れで授業をしていきます。
授業のなかで、皆さんに質問をしたり、クイズをしてみたりもするので、手を挙げて自由に発言などをしてください。

	３
	早速ですが、まずは地球温暖化の影響と原因について考えたいと思います。
まず、地球温暖化がどういうものか皆さん知っていますか？（発言を促す）

	４
	地球温暖化とは、人間の活動で排出される二酸化炭素などの温室効果ガスによって地球全体の気温が高くなっていることを言います。
世界では100年あたり0.76℃、日本では100年あたり1.35℃気温が高くなっていると言われています。
（アレンジ案）私たちの住んでいる〇〇県でも、100年あたり〇△℃高くなっているようですね。

	５
	気温が高くなる要因は二酸化炭素などの温室効果ガスですが、それらはどこから出ているでしょうか。例えば、電気をつくっている発電所では火を燃やしたりして二酸化炭素が出ていますし、物を作る際やその輸送にもガソリンなどを使って二酸化炭素が出ます。また、皆さん生活するために電気を使っていると思いますが、その電気や、ごみを処理するために燃やした場合にも二酸化炭素が出ます。私たちが生活する中で二酸化炭素はたくさん出ているのです。
ここまでで、地球温暖化が私たちの生活ででてくる二酸化炭素などの温室効果ガスによって起きていることが分かりましたね。

	６
	では次にその影響について考えてみます。
地球が暖かくなることによって、例えば、北極や南極の氷が解けてシロクマやペンギンなどが生活できなくなったり、雨が降るときと降らないときの差が激しくなって水がない時が増えたり、大雨の回数が増えたりしていることが分かっています。
（アレンジ案）私たちの住む〇〇県でも、最近冬にハクチョウが見られなくなったり、夏にカメムシが大量発生していたりしますね。

	７
	次にさらに身近な私たちの暮らしへの影響について考えてみましょう。
まず地球温暖化が起きることで、私たちの住む地域の気温も上昇していきます。
そうなることで、実際に私たちの暮らしにどんな影響があるでしょうか。（発言を促す）
例えば、暑くて勉強ができなくなったり（アニメーション①）、運動会や体育の授業ができなくなったりするかもしれません（アニメーション②）。また地面が熱くなってしまい、飼っている犬の散歩ができなくなったりもします（アニメーション③）。

	８
	では次に、生き物のくらしについても考えてみましょう。
地球温暖化によって気温が上昇することで、生き物のくらしにどんな影響があるでしょうか。（発言を促す）
例えば、海水温が上がることでホタテのような海の生物が生きられなくなったり（アニメーション①）、寒い地域も暖かくなることで今までその場所で暮らすことができなかった蚊のような生き物が住める場所が増えたり（アニメーション②）、暖かくなるのが早いことでサクラが早く咲くようになったりします。

	９
	では、生き物のくらしが変わることによって、それによって人の暮らしも変わるのでしょうか。（発言を促す）（適宜ヒント：（例）ホタテがとれないとどうなると思いますか？）
例えば、ホタテのような海の生物が生きられなくなることで、海産物が獲れず漁師さんが困ったり、私たちも海産物が食べられなくなります。
蚊は、デング熱のような感染症をもっていることがあります。もしも蚊が東北地方でも普通に生息するようになると、蚊に刺されて感染症になる危険性が高まってしまいます。
サクラが早く咲くことで、お花見の時期が変わります。すると、花見のお祭りの時期が変わったりして、観光の時期などに影響します。
生き物のくらしが変わることは、人のくらしが変わることにもなることが分かりましたか。このように地球温暖化が進むことで色々な影響があるのです。

	10
	では次に地球温暖化への対策を考えます。

	11
	地球温暖化への対策は大きく分けて２つあります。緩和と適応です。
左の緩和は、二酸化炭素をできるだけ出さないようにするという対策で、例えば、節電することや再生可能エネルギーを使うこと、森林を増やして二酸化炭素を吸収してもらうことなどが該当します。
右の適応は、地球温暖化による悪影響に備えをするという対策で、例えば、ゲリラ豪雨で災害が起こった時の避難経路をしっかり確認しておくことや、感染症予防のために虫に刺されないように虫よけスプレーを使うこと、帽子を使って熱中症を予防することなども適応です。

	12
	緩和と適応について勉強したので、緩和か適応かクイズをしたいと思います。どちらに当たるか考え、挙手してください。（クイズごとに挙手）
第一問、エアコンやテレビを消すことは緩和か適応かどちらでしょうか。正解は、緩和です。
第二問、日陰で水分をとり休憩することは緩和か適応かどちらでしょうか。正解は、適応です。第三問、ご飯を残さずに食べることは緩和か適応かどちらでしょうか。正解は、緩和です。
第四問、植物で日陰を作ることは緩和か適応かどちらでしょうか。正解は適応と緩和の両方です。四問目は難しかったですが、植物による二酸化炭素吸収としての緩和、日陰をつくるという適応の両方の活動になります。

	13
	最後に第五問、サクラが初めて咲いているのを見たり、ミンミンゼミが鳴き始めた日を記録したり、カエデが紅葉した日を観察することなど、生き物による季節の変化を観察・記録することは、緩和か適応かどちらでしょうか。
正解は、適応です。

	14
	それでは実際に、この生物季節モニタリングをやってみましょう。

	15
	生物季節モニタリングという言葉を聞いたことあるでしょうか。生物季節というのは、季節に合わせて、いきものがその様子や反応を変化させることです。
それを観察する生物季節モニタリングは、生物季節が分かる植物の開花や、虫・鳥の初鳴きなどの生き物の季節の反応を観測することを言います。先ほどのクイズででてきた、サクラが初めて咲いているのを見ること、ミンミンゼミが鳴き始めた日を記録すること、カエデが紅葉した日を観察することなどは、この生物季節モニタリングです。

	16
	先ほど、生き物のくらしが変わることは人のくらしが変わることにもなることを学んだのを覚えていますか？生き物のくらしと人のくらしが繋がっているため、地球温暖化に適応していくためには、生き物のくらしを見ることも重要です。
例えば、地球温暖化で、花が咲く時期が早まっています。しかし、ハチは温暖化の影響を花よりも受けずに、いつもと同じ時期に生まれます。そうすると、いつもはハチが花から花粉を運んで受粉させ、タネや実を作っていたのに、花が咲いた時に花粉を運ぶハチがおらず、受粉がしづらくなってしまいます。これは普段私たちが食べているフルーツや野菜がちゃんとできるかどうかにも繋がる問題です。
他にも、地球温暖化による影響はどんなことが起きるか分からないことも多く、研究者が調査を続けています。ただ研究者の調査だけではデータが足りないので、色んな人に生物季節モニタリングを行ってもらう必要があるのです。

	17
	生物季節モニタリングが分かったところで、実際にやってみましょう。第一問、サクラの開花日として記録されるのは、どの様子の日でしょうか？
正解は、①番です。「サクラの開花日は、木に５～６輪の花が咲いた日」と決まっています。

	18
	第二問、カエデの紅葉日として記録されるのは、どの様子の日でしょうか？
正解は、③番です。「カエデの紅葉日は、標本木を全体として眺めた時に、その大部分が紅色に変わり、緑色の色がほとんど認められなくなった最初の日」と決まっています。

	19
	第三問、ミンミンゼミの鳴き声は何番でしょうか？

	20
	正解は、③番です。もう一度鳴き声を聞いてみましょう。

	21
	次に、生物季節モニタリングは何の役に立つのか考えてみましょう。（周りの人の５分くらいで話し合いするよう促す）
この図では、桜の開花など赤枠で囲っている部分が生物季節です。

	22
	生物季節モニタリングが何の役に立つのか考える上では、生物季節が私たちのくらしとも関わりがあることが大きなヒントです。
（時間があれば発言を促す）皆さんで話したことを教えてください。

	23
	生物季節モニタリングは何の役に立つのか、生物季節モニタリングをすることで温暖化による生き物への影響、それに繋がる私たちのくらしへの影響を知ることができます。

	24
	私たちのくらしへの影響が分かれば、それに対して対策ができ、つまり適応していくことができます。例えば、サクラの開花が早くなっていくことが分かれば、開花の時期に合わせてさくら祭りを開催することができます。
気候変動が進むほどくらしへの影響はどんどん大きくなっていき、みんなが大人になるときにはさらに大変になっているかもしれません。その対策のためには、くらしへの影響を調べることがこれからの役に立ちます。また、身近な適応として、水分補給などの熱中症予防をすることや、植物を育ててグリーンカーテンを作ることも大事なことです。

	25
	最後に学んだことのまとめです。
まず、生物季節は私たちのくらしとも関わりがあります。なので、生物季節モニタリングをすることで私たちのくらしへの影響を知ることができます。生物季節による私たちのくらしへの影響を知ることで、その影響に対して対策、適応していくことができます。

	26
	地球温暖化による私たちのくらしへの影響、生き物のくらしへの影響、生き物のくらしの変化による私たちのくらしへの影響を知り、適応または緩和の取組をしていくことが必要です。
まずは、地球温暖化に対してできることから始めてみましょう。例えば、地球温暖化に関するニュースや新聞記事を意識して見てみましょう。
また、今日のクイズでやってみたように、身近な動植物の変化を観察してみることもすぐにできることの１つです。

	27
	いつも身近な動物や植物を意識して生活してみると、カエデやモミジが紅葉してきたことやサクラが咲き始めたことなど、ちょっとした変化に気づくことができます。そのようなちょっとした変化は、実は私たちのくらしにとって重要であったりします。

	28
	生物季節モニタリングをしている取組として、「東北の自然とくらしウォッチャーズ」というものもあり、サクラの咲き始めなどの生物季節を東北みんなで調べている活動もあります。
QRコードを読み込むとGoogleフォームからすぐに投稿できるので、興味がある人はぜひやってみてください。
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国立研究開発法人国立環境研究所「気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）」
https://adaptation-platform.nies.go.jp/
環境省ウェブページ「南極の氷が全部解けたらどうなるの？」
https://www.env.go.jp/nature/nankyoku/kankyohogo/nankyoku_kids/hakase/kagaku/toketara.html
環境省「温暖化から日本を守る 適応への挑戦」
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/pamph_tekiou/full.pdf
気象庁「生物季節観測指針」
https://www.data.jma.go.jp/sakura/shishin.pdf
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